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共－00

図　　面　　リ　　ス　　ト

図番 図　　面　　名　　称 図番 図　　面　　名　　称図番 図　　面　　名　　称通し番号 通し番号 通し番号

00 表紙・図面リスト

建築改修工事特記仕様書（３）（４）

建築改修工事特記仕様書（１）（２）

建築改修工事特記仕様書（５）（６）

建築改修工事特記仕様書（７）（８）

改特-01･02

改特-03･04

改特-05･06

改特-07･08

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

21

20

12

13

14

15

16

17

18

19

22

23

24

電特-01･02 電気設備工事特記仕様書（１）（２）共-

機械設備工事特記仕様書（１）（２）機特-01･02

Ｅ-

Ｅ-

03

04

Ｅ-02

Ｅ-01

03電特- 電気設備工事特記仕様書（３）

01

02

03

04

05

06

07

08

09

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

Ｐ-

機特-05

機特-03･04

機械設備工事特記仕様書（５）

機械設備工事特記仕様書（３）（４）

・照明器具姿図・土工事参考図

体育倉庫詳細図・電灯分電盤単結図

外構電気設備図（改修図）

外構電気設備図（撤去図）

ﾎﾟﾝﾌﾟ室電気設備図（撤去図）

建築改修工事特記仕様書（９）（１０）改特-09･10

附近見取図・配置図

【体育倉庫】平面図・基礎伏図・小屋伏図

【体育倉庫】立面図・断面図

改修後配置図

裏門廻り改修詳細図

改修前後高等部棟北平面図

改修前後中学部棟北平面図

改修前後中学部棟南平面図・詳細図

改修前後ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟東平面図

改修前後寄宿舎棟南平面図

グラウンド南フェンス扉詳細図

求積図・求積表・AVSﾁｪｯｸﾘｽﾄ

工事概要・凡例

09

10

11

12

Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-

13

14

04

05

06

07

Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-08

01

02

03Ａ-

Ａ-

Ａ-

グラウンド廻り平面図・フェンス詳細図

11改特- 建築改修工事特記仕様書（１１）

47

48

49

50

51

52
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53

54

55

56

57

58

59
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64

26

27
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30

29

28
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40

42

43

44

45
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35
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37
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28
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Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-26

Ａ-19

25

24
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Ａ-

Ａ-

Ａ-

Ａ-

21Ａ-

Ａ-20

外構詳細図（３）

外構詳細図（１）

外構詳細図（２）

雨水排水計画図

雨水桝リスト

概略工事工程表（参考）

表層地盤改良仕様書

Ｄ-

Ｄ-

01

02

Ｄ-

Ｄ-

Ｄ-

Ｄ-

Ｄ-

03

04

05

06

07

車庫解体詳細図

外構撤去詳細図（１）

外構撤去詳細図（２）

改修前配置図

オイルタンク解体詳細図

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室(中学部棟北西)解体詳細図

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室（寄宿舎側）解体詳細図

支障物件確認図

仮設計画図（１）（参考）

仮設計画図（２）（参考）

仮設計画図（３）（参考）

Ａ-

Ａ-

17

18 防球ネット詳細図（参考図）

46

各部フェンス詳細図（２）Ａ-16

防球ネット・ポイント杭配置図・展開図（参考図）

39

25 各部フェンス詳細図（１）Ａ-15

営繕工事共通仕様書（１）（２）

営繕工事共通仕様書（５）（６）

営繕工事共通仕様書（３）（４）

共-

共-

共-

01･02

03･04

05･06

給排水設備　改修後配置図

給排水設備　改修前後平面詳細図-（１）

給排水設備　改修前後平面詳細図-（２）

消火設備　改修後配置図

消火設備　改修後平面詳細図-（１）（２）

消火設備　改修前配置図

消火設備　改修前平面詳細図-（１）

消火設備　改修前平面詳細図-（２）

消火設備　改修前平面詳細図-（３）





















L -7

N
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工事概要・凡例

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

記　号 凡　例 工　事　種　目　名　称

体育倉庫：鉄骨造、平屋建

アスファルト舗装

コンクリート舗装

真砂土敷き

砕石敷き

地先境界ブロック (120×120×600)

タイヤ止め(40/120×150×2000×600)

-1

J

J

J

-2

-3

-4

Ｕ字側溝 W240 （蓋共)

Ｕ字側溝 W240 （蓋共)

新　設(新 築)　工　事　　　工　事　概　要

備　　考数 量 等

　既製ｺﾝｸﾘｰ製、ﾄ反射ﾚﾝｽﾞ付、ｱﾝｶｰ式

　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型(呼び名240),鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型用蓋

　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型(呼び名240),グレーチング蓋

　1か所床面積＝30.80 ㎡

クレイ舗装 (グラウンド整備）

Ｕ字側溝 W240 （蓋なし)
　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型(呼び名240)

Ｕ字側溝 W240 （蓋共)
　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型(呼び名240),ｺﾞﾑ蓋

：中学部棟北西側

A

記　号 凡　例 工　事　種　目　名　称 備　　考数 量 等

　1　棟

解　体　撤　去　工　事　　　工　事　概　要

B

　1　棟

　1　棟

　1　棟

　1　棟C

D

　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型(呼び名240),鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型用蓋

Ｕ字側溝 W240 （蓋共)

   ※中学部棟北東
側溝立上り (鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　W＝100、H＝510～550）

アスファルトオーバーレイ＋コンクリート舗装

縁石 (ｺﾝｸﾘｰﾄ製150×150×600)

コンクリート舗装

アスファルト舗装

消火ポンプ室１・温室・消火ポンプ室２(高等部棟南西)

2.温室：アルミ製ﾌﾚｰﾑ＋ｶﾞﾗｽ張平屋建て床面積＝3.47㎡

G

E

F

：敷地周囲フェンス撤去

フェンス撤去

フェンス撤去

フェンス撤去

L

H

I

J

K

L -1

L -3

-2

L -4

消火ポンプ室(寄宿舎棟南)：CB造 平屋建て床面積＝12.56㎡

1.消火ポンプ室１：CB造平屋建て　床面積＝6.93㎡

3.消火ポンプ室２：CB造平屋建て　床面積＝6.64㎡

車庫(寄宿舎棟南)：鉄骨造平屋建て 床面積＝12.56㎡

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ独立基礎、ｺﾝｸﾘｰﾄ土間共撤去

オイルタンク(ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟北)：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ槽 （6.816×2,640)

案内板：鉄骨ﾌﾚｰﾑ（W980×H860)・ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共撤去

・ネットフェンス H＝1,200のみ撤去＋既存基礎残置

・ネットフェンス H＝1,800撤去＋既存独立基礎共撤去
：中学部棟北西側

・ネットフェンス H＝1,800のみ撤去+通し基礎共撤去

・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物t50撤去、再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt150残置

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄt150撤去、再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt100残置

・ｱｽﾌｧﾙﾄt30、ﾋﾟｯﾄｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄt150残置

・敷きﾓﾙﾀﾙt20、捨てｺﾝｸﾘｰﾄt100撤去、砕石t100残置

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50撤去、砕石t120残置

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄt30撤去、砕石t100残置

・カッターにて切断

　1か所

-1

-2

-3

I

I

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁塀一部撤去(t-210、H1500)、門扉共

記　号 凡　例 工　事　種　目　名　称

新　設(新 築)　工　事　　　工　事　概　要

備　　考数 量 等

X -1

X -2

：グランド北西側

フェンス新設

フェンス・フェンスドア新設

　1か所

　1か所

　1か所

1.ネットフェンスH＝2,000＋Ｌ型基礎

2.ネットフェンスドア：両開き W＝2,000、H＝2,185＋独立基礎

3.ネットフェンスドア：両開き W＝3,000、H＝2,285＋独立基礎

4.ネットフェンスドア：片開き W＝1,000、H＝2,000＋独立基礎

116.00 ｍ

現場打ち側溝 (鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄW＝460、H＝350～740）ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共

設備基礎撤去(550□×H70はつりの上ﾓﾙﾀﾙ補修) 　1か所
　7か所

　10か所
配管基礎撤去(350□×H50はつりの上ﾓﾙﾀﾙ補修)
配管基礎撤去(350□×H600(高さは想定)) 独立基礎

犬走り
犬走り

　1か所

フェンス撤去
L

：グランド南西側
-5

14.38 ㎡

1135.74 ㎡

5.27 ㎡

37.19 ｍ

107.12 ｍ

4.95 ｍ

147.50 ｍ

9.68 ｍ

22.00 ｍ

7.04 ｍ

214.03 ｍ

154.28 ㎡

141.48 ㎡

21.26 ｍ

11.91 ｍ

L
フェンス撤去

-6

擁壁撤去 ：敷地南東側

59.73 ｍ

：グランド東側
1.メッシュフェンスH＝1,500＋擁壁新設

X -3
フェンス新設

X
フェンス新設

-4
：中学部棟北側　貯水槽部

X
フェンス・フェンスドア新設

X
フェンス・フェンスドア新設：高等部及び校舎北側

-5

-6

X -7
フェンス新設

X

：寄宿舎棟西側

-8

2.ネットフェンスドア：片開き W＝1,000、H＝1,500＋既存基礎ｺｱ抜き補修

2.ネットフェンスドア：片開き W＝1,000、H＝2,000＋独立基礎

1.ネットフェンス H＝1,500＋既存基礎ｺｱ抜き補修

　1か所

　1か所

1.メッシュフェンスH＝1,800＋独立基礎1箇所、既存支柱一部使用

1.ネットフェンス H＝1,200＋既存基礎ｺｱ抜き補修

3.24 ｍ

フェンス再取付 ：寄宿舎南側
1.ネットフェンス H＝2,150＋擁壁嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄH200

2.00 ｍ

：高等部棟・中学部棟・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟西側

：寄宿舎南側 階段部
1.ネットフェンス H＝2,000＋L型基礎

駐車場区画線引き
Y -1

Y
横断歩道表示線引き

Y
横断歩道表示線引き

-2

-3

・白線　W＝150

　2か所
：中学部棟南、寄宿舎棟北東側

：寄宿舎棟北東側、校舎棟南側

・白線　W＝450 ,L＝2000　４本

・白線　W＝450 ,L＝3000　10本(寄宿舎)、32本(校舎棟)

Y

パーキングパーミット表示：校舎棟南西,ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟東
-6

Y

Y

-4

-5

　3か所

　2か所

・白線　W＝300 ,L＝5000
停止線線引き

停止線線引き
・白線　W＝300 ,L＝3000

1.ゼブラ表示：白線W=150

：一般区画線(車線共)

　1か所

　1か所

　6か所

3.立看板(5か所)

X
フェンス新設 ：裏門

1.格子フェンス H＝1,500＋既存基礎ｺｱ抜き補修
　1　式

X -9

-10

：グランド南側
1.ネットフェンスH＝1,500＋擁壁新設

2.40 ｍ

　 ※ ｺﾝｸﾘｰﾄ階段及び土間新設

3.04 ｍ

56.59 ｍ

75.35 ｍ

412.97 ｍ

4,645.27 ㎡

30.53 ㎡

排水管(雨水)

雨水桝
　ＲＣ集水桝・ポリプロピレン桝・塩ビ製小口径桝

M
ｻｲｽﾞは雨水桝
撤去リスト参照

　18か所

VP150φ

VP200φ 6.65 ｍ

1.ネットフェンス H＝1,200撤去＋既存擁壁撤去

2.ネットフェンス H＝2,000撤去＋既存擁壁撤去

92.60 ｍ

・ネットフェンス H＝2,000撤去

・ネットフェンス H＝2,150ﾌｪﾝｽのみ撤去(一部支柱残置)、下部CBt150×H200撤去

58.90 ｍ

11.70 ｍ

：寄宿舎南東部

37.67 ｍ

14.25 ｍ

3,528.69 ㎡

・砕石まで撤去、埋戻し(A種)。

・タンク撤去の上砂充填。

・地下水層壁は、GL-500まで撤去、埋戻し(A種)、床底コア抜き4か所。

・地下部壁は、GL-500まで撤去、埋戻し(A種)、床底コア抜き4か所。

：敷地西側

1.メッシュフェンスH＝1,500＋独立基礎、既存擁壁補修の上DP塗

フェンス新設

90.60 ｍ フェンス
擁壁128.88 ㎡

204.45 ｍ
蓋のみ新設：
10.07ｍ

76.55 ｍ

K

L

M

N

O

P

かまどベンチ　

集水桝(雨水)

足洗い場

砂場

２連スライド門扉(ｱﾙﾐ製、片引き)　

アコーディオン門扉(ｱﾙﾐ製、片引き)　
　3.0×10.0ｍ、　周囲：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ＋ｺﾞﾑ製砂場枠、洗砂敷

有効 W＝5,920 H＝1,400、ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

有効 W＝4,000 H＝1,400、ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

D＝335 L＝1,400 H＝410、ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

　1か所

　1か所

　1か所

　1か所

　3か所

Q 排水管(雨水)
VP50φ

VP100φ

VP150φ

VP200φ

VU200φ

　塩ビ製小口径桝

　現場打ち桝

　6か所
38か所

リスト参照
ｻｲｽﾞは雨水桝

3.77 ｍ

133.29 ｍ
100.96 ｍ
65.70 ｍ

　鉄筋ｺﾝｸﾘｰ躯体L＝1,800 D＝1,510 H＝1,120

HP200φ

R

S

コア抜き、補修

　4か所 竪樋既存竪樋接続(U字側溝・桝)、新規排水管接続(U字側溝・桝)
排水管

120m＝4ﾚｰﾝ、50m直線ﾗｲﾝ＝4ﾚｰﾝ

防球ネット新設

カーブミラー新設
グランド南・東側：H＝10ｍ

グランド南西側フェンス内側、基礎共
　1か所

T
グランド排水敷設

暗渠管100φ

暗渠管75φ 406.2 ｍ
69.4 ｍ

ｻｯｶｰ,ﾄﾞｯﾁﾞﾎﾞｰﾙ
ﾀｸﾞﾗｸﾞﾋﾞｰ
ﾃｨｰﾎﾞｰﾙ

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ
ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ

想定競技ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾗｲﾝ用ﾎﾟｲﾝﾄ杭(ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ製,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製ﾛｰﾌﾟ6φ)

40m×20mｺｰﾄ×2

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾍﾞｰｽ位置

 73か所

 14か所

U

W

V

裏門塀改修
壁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ補修+ﾓﾙﾀﾙ補修、壁面：下地調整+複層塗材E

44.93 ｍ

113.60 ｍ

　1　式

HP100φ

5.87 ｍ

8.51 ｍ

J -5
現場打ち側溝 W400×H400×L600 （蓋共)
　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

0.60 ｍ

花壇縁石ブロック (120×150×600)
体育倉庫東

　1か所既存貯水槽水洗いの上防藻塗装 中学部棟北西Z

・ネットフェンス H＝1,200撤去＋既存基礎上部からH620撤去

O 　1　式中学部棟南側階段撤去

P
植栽撤去 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟西

寄宿舎棟南西1 本
17 本

58 本
伐採

切株伐採

ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ・ｼｭﾛ(GL-300まで)

ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ(GL-300まで)
クス(GL-300まで)

A－01

113.72 ｍ

2.車椅子等マーク表示ｼｰﾄ(1.35ｍ×1.35ｍ)　※表示内容は協議の上決定する

蓋耐荷重は
A-23図参照

植栽　サクラ(ソメイヨシノ)H2.0ｍ×１本鳥居型支柱共

146か所

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事



花壇

耐火建築物

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/500,1/10000

　　　　　外構工事

国府町 矢野

国府町 中

国府町 観音寺

国府町 府中

国府町 西矢野

石井町 内谷

国府町 中

国道192号線

国道192号線

徳島県徳島市国府町矢野字松木348

附近見取図　　1/10000

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

配置図　1/500

附近見取図・配置図

ｵｲﾙﾀﾝｸ

機械室

浄化槽
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4,800
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00
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水路
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▽
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水
路
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▽
水
路

中
心

線

▽
道

路
境

界
線

水
路

▽
道

路
中

心
線

法
4
2
条
1
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1号
道
路
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道

 江
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り
高

畑
西

線
(幅

員
4.

00
m)

▽
隣

地
境

界
線

水
路

▽
道

路
中

心
線

△隣地境界線

ゴミ庫

高等部棟

（校舎）

貯水槽

中学部棟

ダイバーシティ棟

渡り廊下

D

△
隣

地
境

界
線

EX
P.
J

寄宿舎棟

水
路

水
路

耐火建築物

耐火建築物

耐火建築物

3,500以上

3
,
0
0
0
以

上

敷
地

内
通

路
(
徳

島
県

条
例

1
2
条

)

3,000以上
(徳島県条例12条)

敷地内通路

3
,
0
0
0
以

上

敷
地

内
通

路
(
徳

島
県

条
例

1
2
条

)

LGPﾎﾞﾝﾍﾞ庫

軽

軽

（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）約3680㎡

1,500以上
避難通路

1,500以上
避難通路

1,500以上
避難通路

1
,
5
0
0
以

上
避

難
通

路

1,500以上
避難通路

1,500以
上

避
難
通
路

3,000以上

(徳島県条例12条)

敷地内通路

耐火建築物

50ｍ直線(4ﾚｰﾝ)
120ｍﾄﾗｯｸ(4ﾚｰﾝ)

水勾配0.5～0.8％

砂場

体育倉庫
新設

A

5,50055,745 6,725

3
5
,
6
6
0

5
,
6
0
0

5
4
,
3
7
0

6,300

A

C

1

3

A

（体育館棟）

（渡り廊下）

A－02



計画建物１ 体育倉庫 Ｓ 1 30.80 30.80

新築建物　計

合計

30.80 30.80

7,222.31 19,533.04

4

3 41.77 83.54

新校舎棟

渡り廊下棟

ＲＣ

Ｓ

H

I

体育館新築工事での面積算入9,993.042,909.69

新校舎－中学部棟間

3ＳJ 体育館棟 1,810.18

新校舎－体育館棟間

856.57

3 32.93 65.86Ｓ渡り廊下棟K

Ｓ 1L バス車庫

小学部棟 ＲＣ 2 (1,201.64) (1,728.14) 解体（別途工事）

(1,674.17)(764.68)3ＲＣ管理棟

記号 用途 構造 階数 建築面積(m2) 延べ面積(m2) 備考

A 高等部棟 ＲＣ＋Ｓ 3

B 中学部棟 ＲＣ 3

C

D ＲＣ 3

E

F 寄宿舎棟 ＲＣ 2

G 渡り廊下 ＲＣ 2

999.64

428.92

665.00

1,139.24

40.27

2,523.63

1,331.79

1,445.00

1,967.80

80.54

ダイバーシティ棟

(109.80)(109.80)

その他

その他

今回解体建物以外

今回解体建物

200.86

(102.31)(136.28)

7,191.51 19,502.24

77.48

解体済（別途工事）

解体済（別途工事）

既設建物(解体建物除く)　計 今回解体建物

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

■全体面積算定表（敷地面積：17,336.55+1,323.63＝18,660.18㎡）

27,300

渡り廊下求積図　1/100

4,050

3001,890300

3
,
3
4
0

3
0
0

3
,
3
4
0

3
0
0

300 2,950 300

3
0
0

2
,
2
5
0

3
0
0

ﾎﾟﾝﾌﾟ室1(貯水槽廻り)求積図　1/100 ﾎﾟﾝﾌﾟ室2(貯水槽廻り)求積図　1/100ﾎﾟﾝﾌﾟ室(寄宿舎)求積図　1/100

3
,
3
5
0

3,750

4003,750400

5
0
0

3
,
3
5
0

2
5
0

求積図・求積表・AVSﾁｪｯｸﾘｽﾄ

2
,
2
0
0

5
,
5
0
0

5,600 160160

4
1
9

3
9
7

体育倉庫求積図　1/100

×5,600 5,500

小計
１階

１階床面積延べ床面積

建築面積建築面積

30.80

30.80

30.80

30.80

ﾎﾟﾝﾌﾟ室2(貯水槽廻り)

車庫

×

×

×

×

1階

地階

1階

地階

1階

1階

×

3,750 3,350

×3,750 3,350

12.56
ﾎﾟﾝﾌﾟ室(寄宿舎)

ﾎﾟﾝﾌﾟ室1(貯水槽廻り)

12.56

4,050 3,340

3,3401,890

2,950 2,250

9,000 5,000

13.53

6.31

6.34

45.00

×1階 27,300渡り廊下(一部) 2,200 60.06

小計

延べ床面積

建築面積

ゴミ庫 1階 4,590 6.01× 1,310

162.37

102.31

136.28

■面積算定表【体育倉庫】（単位：㎡）

■面積算定表【解体建物】（単位：㎡）

解体部分(別途工事)

A2=1/100

A3=71％

5
,
0
0
0

1
5
0

1
5
0

9,000 100100

車庫求積図　1/100

754,59075

1
,
3
1
0

3
5
0

3
5
0

ゴミ庫求積図　1/100

解体部分(別途工事)

A－03
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0
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0

平面図　1/50

コーナーカバー

コーナーカバー

コーナーカバー

かまちドア

シャッターレール

C

1 32

折板H88

鼻隠し

2
7
5
0

2
7
5
0

5
5
0
0

3
9
7

4
3
5

5600

2800 2800

A

B

小屋伏図　1/50

は、ブレース7φとする。

ブレース7φ

鼻隠し

前桁

中桁

梁
桁補強

鼻隠しコーナー

コーナーカバー

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

64
0

D13

240

1
00

50

1
5
0

60

180

外

アンカーボルトW1/2×210

4
0

D13

120

2
7
5
0

5
5
0
0

2
7
5
0

2800 2578

5600

222

60 120 1
2
0

埋金具

7937

1 32

基礎伏図　1/50
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1252737.5 2737.5 120120
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***

X X

Y

X

Y

X

Y

ケラバ

X

Y

Y

5
7
.
5

1
0
0
0

ｽﾛｰﾌﾟｺﾝｸﾘｰﾄ立上り

1
0
0
0

排水管:VP65φ

排水管:VP65φ

竪樋50φ 竪樋50φ

X

1.6mm-桁補強（前）

1.0mm-桁補強（後）

1.6mm

1.0mm

0.6mm

0.4mm

屋根

部材表 形状 板厚

構造耐力上 主要な部分以 外の部材

使 用材料

胴縁

壁

鼻隠し・ケラ バ -

シャッター -

-前板（Ｈ）

トイ 塩ビ 製  角樋 - -

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

54 x 33 x 10

4mm発泡ポリ エチレン貼り

0.5mm

2 （間口柱芯 寸法）×（奥 行柱芯寸法）建築面積 30.8m

柱 85 x 85

100 x 50梁

1.6mm

1.6mm

2.3mm280 x 92 x 25

2.3mm280 x 92 x 25

1.2mm230 x 150 x 35

6.0mm

構造耐力上 主要な部分の 部材

使用材料板厚形状部材表 有効細長比

-

-

ターンバック ル

アンカープレー ト -

-

102

-

-

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

JIS G3101 一般 構造用圧延鋼 材   SS400

ブレース -JIS G3101 一般 構造用圧延鋼 材   SS400

JIS A5541 建築 用ターンバッ クル胴   STKM

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜 鉛めっき鋼板   CGCC

7.0φ

7.0φ用

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミニ ウム－亜鉛合 金めっき鋼板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

JIS G3322 塗装溶融 55%アルミ ニウム－亜鉛 合金めっき鋼 板  CGLCC

折板屋根 H88

　　 角波サイディ ング

前桁

中桁

後桁

0.6mm

【体育倉庫】平面図・基礎伏図・小屋伏図 A2=1/10,1/50

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

電動シャッター

外壁：角波サイディング

▽FL

1
5
0

1
0
0

柱

後桁

+150

+170

+340

+290

+290

+185 +180

+175

+160

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

D10@200ﾀﾃﾖｺ

3

4
9
0

▽土間ｺﾝ面 D10@150

：設計GLからの高さを示す

1
00

内

A'A

▽ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面

1
1
0

2
1
0

BPL-6×90×180

柱-85×85

埋込長さL=170

※上部構造：鉄骨造、下部構造：コンクリート基礎については、構造計算を行い、安全であることを確かめている

2600

1
7
6
0

1
2
4
0

3
0
0
0

480

1
2
0

8
8
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え
目地切り(Vｶｯﾄ)@2,000

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100
透湿防水ｼｰﾄt0.15

A-A'詳細図　1/10

300
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

A2=1/50
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鼻隠し
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折板屋根H88

胴縁

鼻隠し

後桁

角軒樋

ブレース7φ

外壁：サイディング

梁取付金具

梁取付金具
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6
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28002800

5600

2
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0

ブレース7φ

折板屋根H88
後桁

胴縁

アンカープレート

梁

外壁：サイディング

A C

南面立面図　1/50
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折板屋根H88
断熱材付1
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柱芯

435

柱芯
1

12折板屋根H88
断熱材付

C A 2 31

西面立面図　1/50北面立面図　1/50

有効開口巾
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125 2800柱芯寸
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柱芯寸 2800 125
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0

5166
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ｱﾙﾐ框ﾄﾞｱ

700

(上部ｶﾞﾗｽからｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt3に変更)
(下部はｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt3のまま)

Y-Y断面図　1/50 X-X断面図　1/50

【体育倉庫】立面図・断面図

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

▽GL
▽FL

1
0
0

2
0
0 ▽ FL

▽GL 1
0
0

2
0
0 ▽ FL

▽GL 1
0
0

2
0
0

外壁：角波サイディング(t0.4)外壁：角波サイディング(t0.4) 電動シャッター

1
6
5

▽ FL
▽GL

1
6
5

柱柱柱 柱

 ▽GL:設計GL+190を示す
 ▽FL:設計GL+290を示す

 ▽GL:設計GL+190を示す
 ▽FL:設計GL+290を示す

 ▽GL:設計GL+190を示す
 ▽FL:設計GL+290を示す

 ▽GL:設計GL+190を示す
 ▽FL:設計GL+290を示す

 ▽GL:設計GL+190を示す
 ▽FL:設計GL+290を示す
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女子便所
男子便所

貯水槽
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,
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0
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,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
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0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

UP

EV

UP

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800
残置(基礎共)

ﾌｪﾝｽ基礎200□×450撤去

400

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 既存のまま

残置(基礎共)
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH18002,950

ﾌｪﾝｽ(基礎共)撤去範囲

基礎1000×2000×800撤去

3
,
3
4
0

ﾌｪﾝｽ(基礎共)撤去範囲

イ

ロ

61

階段 既存のまま

6463

62

2,000 2,000 2,000 1,000

7,000

非常用予備電源装置

残置(基礎共)
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800

倉庫
屋内階段

UP

UP

UP

PS

女子便所
男子便所

UP

EV

UP

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800
残置(基礎共)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 既存のまま

残置(基礎共)
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800

61

階段 既存のまま

6463

62

残置(基礎共)
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800

地先境界ﾌﾞﾛｯｸW120
H1

H2

H3

H4

6

6

4

2

4

2

H5

H5

ﾀｲﾔ止め

地先境界ﾌﾞﾛｯｸW120

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ﾀｲﾔ止め

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

支柱残置

基礎共

支柱残置

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800新設

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800撤去
ﾌｪﾝｽ基礎150×500(通し)撤去

改修前後中学部棟北平面図

G1

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

側溝残置(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋取替)

側溝残置(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋撤去)

側溝残置(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋撤去)

V
P
1
5
0
φ

VP150φ

V
P
1
5
0
φ

VP150φ

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

階段 既存のまま

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共) U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

VP200φ

1 へ

1 へ

A3=71％

VP150φ

接続先撤去済

VP150φ

VP150φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

縁石撤去

HP200φ

ﾌｪﾝｽ基礎150×500(通し)撤去

X1

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

V
P
5
0
φ

接続先撤去済

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

暗渠側溝 既存のまま

側溝立上り撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

V
P
1
0
0
φ

V
P
1
0
0
φ

ハ

VP150φ

VP150φ

VP200φ

V
P
1
5
0
φ

VP150φ

VP150φ

HP150φ 既存のまま

HP150φ 既存のまま

暗渠側溝 既存のまま

ニ
ホ

ヘ

チ リ

ル

ヌ

U字側溝撤去

U字側溝撤去

(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

+80

+10

+500

+450

+30

±0

+130

+50

+60

+80

+500

+450

±0

+50

+60

+130

-40

+30

+120

+120

+110

+110

+400+410+400

+400+410+400

+10

+10

+10

+10

±0

±0

+150

+210

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ用配管VP65φ撤去
(管工事図参照)

排水管50φ×2撤去(管工事図参照)

 工事対象外範囲を示す

 工事対象外範囲を示す

土土

土

土

土

白線引きW50

※特記がない場合は残置とする

白線引きW150

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室２

撤去

撤去

撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

既存手摺

既存手摺

既存手摺

埋設管 既存のまま

+10

既存手摺

6,0006,0006,0006,0003,9005,9005,9005,9005,900

X1 X2 X4X3 X5 X6 X7 X9X8 X10

階段 既存のまま

現場打ち側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)現場打ち側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

1
,
2
4
0

2
,
0
0
0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800撤去
基礎共

既存土t100すきとりの上真砂土敷き

１ ２ ３ ５ ７ ９ 10

ウッドデッキ 既存のまま

ウッドデッキ 既存のまま

６

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000 4,000 225210 4,000

6,0006,0006,0006,0003,9005,9005,9005,9005,900

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000 4,000 225210 4,000

X1 X2 X3 X8 X10

１ ２ ３ ４ ５ ７ ８ ９ 10 11

６
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８

X5 X6X4
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配
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勾

配
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勾
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勾

配
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勾
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勾
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勾
配

4
0
0

4
,
5
0
0

4
,
6
0
0

2
,
3
0
0

V
P
1
0
0
φ

4
0
0

4
,
5
0
0

4
,
6
0
0

2
,
3
0
0

V
P
1
0
0
φ

3,955

へ23

3,955

23 へ

ト

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

現場打ち側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

貯水槽
5000×4000×3000

側溝残置(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋取替)

水
勾

配

現場打ち側溝新設
(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

**  新設桝を示す

**

**  既存または改修桝を示す

 撤去桝を示す

L -3
L -3

L -2

B

B

E

L -2
I -3

I -1 I -1

H

F

F

I -2
I -3

I -1

L -2

J -1

C

C

C

E

J -1 J -1J -1

B

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
既存土部分t130すきとりの上

B

X -4

J -1

G

GY -1 I

Y -1

I

R R
J -5

VP150φ VP150φ

VP150φ

2
,
4
7
5

5,000

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

J -1
水洗いの上防藻塗装

Z(上部及び側面)
(ｱｸﾘﾙ樹脂)

A－08

VP150φ



雨水桝 既存のまま

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

UP

Ａ

犬走り 既存のまま

滑り台

UP

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

2,
35

0

撤
去

範
囲

改修前　１階平面図　　1/100

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000 4,000

40,435

225210

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

UP

1
0
0

1
0
0

改修後　１階平面図　　1/100

UP

Ａ

犬走り 既存のまま

滑り台

UP

2,
35

0

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

新
設

範
囲

階段新設

1
0
0

改修後　正面図　　1/100

改修前　正面図　　1/100

ｽﾛｰﾌﾟ1
4
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1
4
0

1
4
0

1
4
0

ｽﾛｰﾌﾟ1
4
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

階段新設

階段撤去(ｶｯﾀｰ切共)

ﾓﾙﾀﾙ補修

ﾓﾙﾀﾙ撤去

滑り台

滑り台

既存ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ 既存のまま

4,000

UP

UP

A2=1/20,1/100

A3=71％

雨水桝撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

雨水桝新設

ｽﾛｰﾌﾟ立上り撤去

階段側面ﾓﾙﾀﾙ補修

ﾓﾙﾀﾙ撤去

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

A1

Ａ

床タイル 既存のまま

Ａ

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

へ

へ
へA2

へ

へ

▽GL+500

階段撤去(ｶｯﾀｰ切共)

ﾓﾙﾀﾙ撤去

▽GL+500

汚水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま
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0
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I1

I2

I3

I1

I2

I3

改修前後中学部棟南平面図・詳細図

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

から6

から6

UPVP150φ
VP150φ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

V
P
1
5
0
φ

ｽﾛｰﾌﾟ立上り撤去

雨水桝撤去

ｽﾛｰﾌﾟ立上り撤去

既存排水管跡穴埋め

ヲ カ

24

24

汚水桝 嵩上げ
(管工事図参照)

+500

+490

+460

4,000

1110９８７６５４３２１

210 225

40,435

4,0004,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

+10 +20

+440

+540

+500

+10

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去

+460 +540

雨水桝撤去

+60

+20

7

7

23

23

+500+490

+500

+260
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)+140

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設
汚水桝 嵩上げ
(管工事図参照)

汚水桝 既存のまま

+40

Z1

 工事対象外範囲を示す

 工事対象外範囲を示す

ﾀｲﾔ止め

※特記がない場合は残置とする

白線引きW150

階段撤去(　　ｶｯﾀｰ切共) +440 階段撤去(　　ｶｯﾀｰ切共)

白線引きW300

文字引き新設

文字引き新設
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1,000

5,000

A

A

A

A

B
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C

C
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ跡ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ補修

D

D
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D

1
5
0

3
,
1
0
0

1
5
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3
,
5
7
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3,855 3,000

ワ

2,775

　　　　L3000
白線引きW300,L3000

L2000
横断歩道ﾗｲﾝ引きW450@450

+250

300 300

▽GL+20

階段撤去詳細図(A-A断面)　1/20
点線：既存階段を示す

300 300

ｺﾝｸﾘｰﾄFc18 S15

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt100
ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋W330×L600

▽GL+20

階段新設詳細図(A-A断面)　1/20
点線：既存階段を示す

あと施工ｱﾝｶｰ(接着)D13@200
有効埋込7d以上、定着15d以上

5
0

4
2
0

階段側面ﾓﾙﾀﾙ補修詳細図(B-B断面)　1/20
点線：既存階段を示す

▽GL+250

▽GL+20

EE

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ撤去跡
ﾓﾙﾀﾙ補修

ﾓﾙﾀﾙ補修

ｽﾛｰﾌﾟ立上り撤去詳細図(D-D断面)　1/20東階段補修詳細図(C-C断面)　1/20
点線：既存階段を示す

ﾀｲﾙ舗装詳細図(E-E断面)　1/20
点線：既存ﾎﾟｰﾁ床を示す

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ補修
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ撤去跡

U字側溝240型

▽舗装面

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-14(細目)

▽舗装面

▽舗装面

300

0
～

3
8
0

1
5
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0

3
0
0

150

1
5
0

1-D13

ｺﾝｸﾘｰﾄ

撤
去

範
囲

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt30撤去
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt150残置

▽舗装面

5
0

1
5
0

1
0
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装t150

有効埋込7d以上、定着15d以上

D10@200ﾀﾃﾖｺ

D10@200ﾀﾃﾖｺ

300角ﾀｲﾙ(下地ﾓﾙﾀﾙ共)

510

5
0

5
0

D13@200

1
0
0

5
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ
ﾓﾙﾀﾙ塗

U字側溝240型
(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

D13@200

1
0
0

5
0

1
4
0

1
4
0

1
4
0

撤
去

範
囲

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去

ﾓﾙﾀﾙ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋W330×L600撤去

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt30撤去

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt100残置

U字側溝240型撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

5
0

**  新設桝を示す

**

**  既存または改修桝を示す

 撤去桝を示す

I -3 I -3

EE
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J -2
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I

Y -1

Y -5

Y -5

B

Y -2

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀｰ切

510

A－09

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
+300角ﾀｲﾙ新設

C

(範囲はA-06参照)

床タイル 既存のまま

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋歩行用共)

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋T-2共)

HP150φ

あと施工ｱﾝｶｰ(接着)D10@200



2,500

+520

基礎：水洗い

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

改修後　ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟東平面図　1/100

改修前　ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟東平面図　1/100

改修前後ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟東平面図 A2=1/100

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

へI4

へI4

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

A1 から

A2

HP200φ

V
P
1
5
0
φ

プロパン庫

プロパン庫

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

配管基礎□-350撤去
犬走はつり共

配管基礎□-350撤去

V
P
1
5
0
φ

配管基礎□-350撤去

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

既存砕石敷き

ｱｽﾌｧﾙﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲ撤去

渡り廊下床：水洗い(別途工事)

渡り廊下

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(別途工事)

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

中継ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 既存のまま

中継ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 既存のまま

既存砕石敷き

横断歩道ﾗｲﾝ引き

B2B1 B3

B4
B5

へB6

HP200φ

H
P
2
0
0
φ

渡り廊下

雨水桝撤去(別途工事)

雨水桝撤去(別途工事)

ﾀｲﾔ止め

ﾀｲﾔ止め

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋共)

A3

配管基礎跡ｺﾝｸﾘｰﾄ補修

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

H
P
2
0
0
φ

へ

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去(別途工事)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(別途工事)

雨水桝(別途工事) 雨水桝(別途工事)

雨水桝(別途工事)

渡り廊下床：塗床(別途工事)

24

+300

+490

+190

+510

+580

+520

+490 +500

+520+500

+520
+490

+190

+210

+60

+380

+250

側溝へ

Z1

+440

H
P
1
0
0
φ

VP200φ
VP200φ

VP200φ

VP200φ

V
P
1
0
0
φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

 工事対象外範囲を示す

 工事対象外範囲を示す

K1

K2

※特記がない場合は残置とする

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

白線引きW150

白線引きW150

(別途工事)

□-450

既存犬走

5
,
0
0
0

3,200 3,400 3,250

5,000 7,000 7,000 7,000 7,000

W450@450,L2000

X1

既存砕石敷き

X0 X2 X3 X4

X4 X5 X6 X7

X-1

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y0

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

Y2

Y1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設
既存土部分t200すきとりの上

ﾀｲﾔ止め

2,500 2,500 2,500 2,6181,400 2,1001,400 2,1001,400 2,1001,400 2,100

4
,
6
7
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

5
,
0
0
0

2,5002,500 2,5002,550

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾊﾟｰﾐｯﾄｼｰﾄ新設

3,200 3,400 3,250

5,000 7,000 7,000 7,000 7,000

X1X0 X2 X3 X4

X4 X5 X6 X7

X-1

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

Y0

Y2

Y1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

既存犬走

K2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

床ﾓﾙﾀﾙt30撤去

見切りFB50×2(SUS)(両端)

ｱｽﾌｧﾙﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲ

立看板 立看板 立看板 立看板

**  新設桝を示す

**

**  既存または改修桝を示す

 撤去桝を示す

I -3

E

K

K

E

G

I -3

I -3

Y -2

Y -1

Y -1

I
II

B

B

B

J -1

C

Y -6

J -1

J -2

B

J -2

水
勾

配

水勾配

A－10

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋歩行用共)U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋歩行用共)

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋T-14共)



J -3

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000撤去

VP
15

0φ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

VP150φ VP150φ

V
P1

50
φ

U字側溝撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

雨水桝撤去

雨水桝撤去雨水桝撤去雨水桝撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま

VP
1
50

φｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま

物干竿 既存のまま

物干竿 既存のまま

外周部:ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000 既存のまま

外周部:ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000 既存のまま

VP150φVP150φ VP150φ

P2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

地先境界ﾌﾞﾛｯｸW120

V
P1

50
φ

軽
軽

P4P3

P1

P5

T1

ﾀｲﾔ止め

S1

ﾀｲﾔ止め

P6 へ

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ

V
P1

5
0φ

V
P1

5
0φ

V
P1

5
0φ

Q1

R1

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま

改修後　寄宿舎南平面図　1/100

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000
L型基礎共

VP200φ

改修前　寄宿舎南平面図　1/100

A2=1/100

既存砕石敷き

既存砕石敷き

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

ヨ

タレソ

ヘ

+260

+690

+520

+240

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

+230

+150

+200

+280+300

+210

+70

+800

+690

+520
+800

+70

+280+300

+240

+150

+240

+130+40+50

+60

+260

クレイ舗装

+250

土

土

土

 工事対象外範囲を示す

 工事対象外範囲を示す

道路境界線

道
路

境
界

線
道

路
境

界
線

道路境界線

白線引きW150

※特記がない場合は残置とする

ﾌｪﾝｽCB基礎W150×H200撤去

白線引きW150

ﾌｪﾝｽH2150再取付・支柱再利用

ﾌｪﾝｽH2150取外し・支柱再利用

消火ポンプ室撤去

車庫撤去
(撤去詳細図はD-04図参照)

(撤去詳細図はD-02図参照)

60
0

5
,0

00
6
00

+100

600 9,000 600

3,750

3
,3

50

カイヅカイブキ伐採(27本)

1,000

カイヅカイブキ伐採(8本)

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切

1
,0

00
4,

00
0

350600600600350

2,500

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま U字側溝新設(蓋なし)

U字側溝新設(蓋なし)

U字側溝新設(蓋なし)

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,550

2,
5
00

2
,5

0
0

2,
40

0

ABCDEFGHI
+310

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,500

ABCDEFGHI

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,500

1

1

西側(GL-300まで)

南側(GL-300まで)

カイヅカイブキ切株伐採(17本)
南側(GL-300まで)

O3

+310

**  新設桝を示す

**

**  既存または改修桝を示す

 撤去桝を示す

I -3

L -4

L -5

F

F

E

C

A

EF

F

J -3

J -3

I

I
Y -1

G

B

D

J -2

X -1

X -8

J -3

Y -1

V

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

擁壁出隅ﾓﾙﾀﾙ補修100×100×50

J -3

J -3

ﾌｪﾝｽｺﾝｸﾘｰﾄ基礎W300×H200嵩上げ

C
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設

+150

防球ネット支柱

U

ﾌｪﾝｽ扉H2000新設

X -5

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000新設

X -5

階段新設 X -5

4,
67

0

4,670

4,670

4,400

4,090

A－11

U字側溝新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-2共)

改修前後寄宿舎棟南平面図



①上横框

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃﾖｺ共

改修前　裏門廻り平面詳細図　1/50

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

1,500 4,000 1,550

格子ﾌｪﾝｽH1500新設

30
0

10
0 50

1
,6

4
0

1
,
50

0
14

0

500

4
50

△道路レベル

改修後　裏門廻り平面詳細図　1/50

壁面：下地調整+複層塗材E

水路へ

水路へ

裏門
3
,300

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装新設

1,550 4,000 1,500

格子ﾌｪﾝｽH1500新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎新設

格子ﾌｪﾝｽH1500新設

２連ｽﾗｲﾄﾞ門扉新設

1
,0

00

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁天端：ﾓﾙﾀﾙ補修
壁面：下地調整+複層塗材E

電柱 既存のまま
砕石敷きt100

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1500新設 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1500新設
壁面：下地調整+複層塗材E
ｺﾝｸﾘｰﾄ壁天端：ﾓﾙﾀﾙ補修

縁石新設

裏門

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

1,550 4,000 1,500

3,300

3,
00

0

4,400

門扉撤去(ﾚｰﾙ共)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

縁石撤去

校名札1000×200撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200撤去ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200撤去

電柱 既存のまま

配管基礎撤去

BPL撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ立上りはつり共)

縁石撤去

から

から

から

から

外灯 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま

雨水桝 既存のまま雨水桝 既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎□-350撤去

別途工事

1
50

▽ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

BPL-250×250×12撤去

□-120×65

※地中根入れ深さ不明

3
00

600

1,000

1,
40

0

700

1
00

50

▽犬走

別途工事

BPL-150×75×12撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り250×125×50はつり撤去

□-120×65

VP150φ

V
P
2
0
0
φ

VP150φ

V
P
1
5
0
φ

V
P
2
0
0
φ

H
P
2
0
0
φ

H
P
2
0
0
φ

J1

L2

I2

I1

I3

I4

I2

I1

I3

I4

J1

L2

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

U字側溝撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

1,500 4,000 1,550

1
1
0

1,
21

0

60.5φ 22φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去
門扉撤去(ﾚｰﾙ共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

1
,6

40

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切

A2=1/20,1/30,1/50

3,
33
0

3,
33

0

▽地盤面

▽地盤面

55
0

1
0
0 50

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁天端t210：

1,
60

0
40

D13@200ﾀﾃﾖｺ共

ﾓﾙﾀﾙ補修
D13@200ﾀﾃﾖｺ共

外灯 既存のまま

ｱﾙﾐ格子ﾌｪﾝｽH1500新設

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

天端：ﾓﾙﾀﾙ補修

1
,5

00
72

0
2
0
0

10
0 50

1
,6

40
1
,0

70

25 25160

210

50 800 50

50 800 50

7
20

2
00

10
0 5
0

1,
64

0
1,

07
0

25 25160

210

壁面：下地調整+複層塗材E

▽地盤面

▽地盤面

1,
60

0
10

0

40

2-D13通し
ｺﾝｸﾘｰﾄ
Fc=18,S=15

既存擁壁

部材 サイズ

□-60×60

70×61

70×56

58.3×16

□-30×50×1.0

ｱﾙﾐ格子ﾌｪﾝｽ新設

　(陽極酸化・塗装複合被膜)
※材質は全てｱﾙﾐ押出形材

K2

K2

独立基礎□250×450共独立基礎□250×450共

ｺｰﾅｰｼﾞｮｲﾝﾄ金物

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 既存のまま
既存のまま
ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ伐採(GL-300まで)
ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ伐採(GL-300まで)

ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ伐採(GL-300まで)

既存擁壁

新設格子ﾌｪﾝｽ支柱部ｺｱ抜き
90φ,H300

ｺｱ抜き部ﾓﾙﾀﾙ詰め

450

立上りﾓﾙﾀﾙ補修

立上りﾓﾙﾀﾙ補修

ｱﾙﾐｻｲﾝW450×H350×t3撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切

ｱﾙﾐｻｲﾝW700×H500×t3×2枚撤去

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｻｲﾝW300×H900撤去

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｻｲﾝW300×H900撤去

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ300φ撤去

N

２連ｽﾗｲﾄﾞ門扉詳細図　1/30N

砕石敷き 既存のまま

後ｽﾄｯﾊﾟｰ
前 ｽﾄｯﾊﾟｰ

部材

②下横框

③縦框

④縦格子

⑤台車

　(陽極酸化・塗装複合被膜)
※材質は全てｱﾙﾐ押出形材

⑥施錠框

⑦施錠戸当り柱

サイズ

60×110

60× 130

81.2×70

30×47

115×54

100× 133

70×124.7

ｱﾙﾐｽﾗｲﾄﾞ門扉

ﾚｰﾙ(SUS)

(1)支柱

(2)上胴縁

(3)下胴縁

(4)胴縁ｶﾊﾞｰ

(5)縦格子

(2)(4)

(1)
(5)

(3)(4)

①

① ⑦

２連ｽﾗｲﾄﾞ門扉新設

③

② ⑥④

⑤

7,253

6,720(ﾚｰﾙ全長)

(ﾀﾃ筋下部H70残し)

(2)(4) (5)

(3)(4)

改修前　裏門廻り正面図　1/50

改修前　擁壁詳細図　1/30 配管基礎撤去詳細図　1/20K

a

b

b

a

※45
0

**  新設桝を示す

**

**  既存または改修桝を示す

 撤去桝を示す

L -1

J

J

F

E

L -1

K

I -3

H

E

H

U字側溝新設(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

J -1

N

B

X -3 X -3

F

G

W

J

J

W

W

ｱﾙﾐｻｲﾝW700×H500
×t3(取付金物共)

(取付金物共)新設

既存擁壁H300撤去共 既存擁壁H300撤去共

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁H300補修

※ｻｲﾝの表示内容(学校関係者以外立ち入り禁止)については協議の上決定すること

既存擁壁劣化部樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修の上DP塗
ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁H300補修
既存擁壁劣化部樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修の上DP塗

X -10 改修後　裏門廻り正面図　1/50

改修後　擁壁詳細図　1/30X -10

X -10X -10

ｱﾙﾐｻｲﾝW600×H450× t3

40

4
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切

既存鉄筋40㎜程度残置

4
05

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装新設 C

A－12

裏門廻り改修詳細図



●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A2=1/20,1/30,1/50

A3=71％

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

F2 縁石W120

2
,0

0
0

花壇

体育倉庫
クレイ舗装

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ詳細図（参考図）　1/30

X -2

道路

両開き門扉H2285

両開き門扉H2185

F1

白線引きW100

ﾀｲﾔ止め

9,000

2,0002,0002,000 1,000有効2,820 2,000 2,0002,000

L型基礎共

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000
VP200φ新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

片開き門扉H2000

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ600φ×H3000
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎：500□×H800
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,0

0
0

2
,0

00
2,

00
0

1
,0

00
2
,0

00
1,

00
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

2,000

36,000 12,0003,000

51,000

3,550

500

2,
50

0
1
,4

00

2,
00

0

10
0

+180

+255

+280+510

+510

+355+355

+150

+170

+190

+255

+200+200 +200

7 7

▽地盤面▽地盤面▽地盤面

60
0φ

注意板

鏡面

2,
50

0
8
00

6
00

支柱76.3φ×t3.2
(STK400　亜鉛めっき)

取付ｶﾊﾞｰ

取付ﾊﾞﾝﾄﾞ

支柱取付金具

キャップ
ﾌｰﾄﾞ

裏板取付金具

裏板

3,
60

0

500 500 500

10
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

▽GL±0

▽GL-700

▽GL+400

：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設範囲
　Fc=21 S=18

W

400

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

55
0

△
敷
地

境
界
線

●工事名

水路

200

20 160 20

水抜き穴VP75φ@2000

D13@250ﾀﾃﾖｺ・ｼﾝｸﾞﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(A種)

新規排水口200φ

既存排水管200φ

▽GL-1830(水路底)

1,20050

1,250

2
00

2
50

1
,5

00
40

0

3
0

1,
47

0

1
,2

00

地盤改良(配合80㎏/m3)

A A

新設擁壁+ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1500

既存排水管200φ

新規排水口200φ

+150

L型擁壁共
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500

△
擁

壁
底

版
ﾗ
ｲ
ﾝ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ詳細図(新設擁壁(東側))　1/20

A－13

U字側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ歩行用共)

U字側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-25共)

U字側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ歩行用共)

1,200

防球ﾈｯﾄH10m

1,430

VP200φ新設

防球ﾈｯﾄ支柱

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000
L型基礎共

1
,4

35

835

2,
00

0
@

U字側溝(ｺﾞﾑ蓋共)

縦目地20×10@2700

300

2
00

50

裏込め砕石
(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ)

VP200φ新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
,8

00
6
0

1
,
00

0
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ13-19-10
防球ネット支柱

X -2　　　　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻り平面詳細図　1/50X -1

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt60

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

膨張目地20@20m(瀝青質目地板)
伸縮目地18×120@10m(杉板)

A-A断面図

グラウンド廻り平面図・フェンス詳細図

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1500 縦目地20×10@2700

2,700

10,000

伸縮目地18×120@10m(杉板)

▽擁壁天端

▽水路擁壁天端

▽擁壁下端

膨張目地20@20m(瀝青質目地板)

擁壁立面図　1/50



改修前　南フェンス詳細図

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％
グラウンド南フェンス扉詳細図

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

A2=1/20

L -4 L -5

7
0
0

1
0
0

南側新設ﾌｪﾝｽ詳細図　1/20

1,000 400

500□500□

φ50.8×2.3

φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

蝶番

2
,
0
0
0

5
0
0

1
0
0

1
,
9
5
0

5
0

3
0
0

4
5
0

ｺｰﾅｰ

戸当り

ｽﾄﾗｲｸt2.0(SUS)

4.0φ

完全式菱形金網φ2.6×56㎜

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

舟形落し受付
落し19φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

180520

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

2
,
0
0
0

3
3
0

▽ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ面

改修後　南フェンス詳細図 X -5 X -8

L型擁壁共
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000新設

ﾌｪﾝｽ扉(ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠)

100

1,000

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000新設

道路南側新設ﾌｪﾝｽ平面図　1/20

400

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ新設

2
,
0
0
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

L型擁壁共
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500新設

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ撤去

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100撤去

D13@200

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段断面図　1/20

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段断面図　1/20

コンクリート舗装

グラウンド

クレイ舗装

300 300300

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段撤去(ﾓﾙﾀﾙ共)

200

180

φ89.1×3.2

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000新設

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

D13@200

300 300850 300

1
0
0

1
0
0
1
0
0

1
0
0

ﾓﾙﾀﾙ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄFc18 S153
0

1
5
0

1
0
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000撤去

ﾌｪﾝｽCB基礎W150×H200撤去
道路

周囲：砕石敷き 既存のまま

南側既存ﾌｪﾝｽ平面図　1/20

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2150撤去

階段撤去

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去

L型擁壁共撤去

L型擁壁撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去(上下鋼管共)

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ切

A－14

新設擁壁
配筋はX-2に準ずる新設擁壁

配筋はX-1に記載 (A-13図参照)
(A-15図参照)

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2150再取付・支柱再利用
ﾌｪﾝｽｺﾝｸﾘｰﾄ基礎W150×H200嵩上げ
L=3000

L型基礎共

5
0
0

南側既存ﾌｪﾝｽ詳細図　1/20

▽道路

2
,
1
5
0

1,550

2
,
0
0
0

CB150撤去

150

2
0
0

φ 50.8×2.3

φ50.8×2.3

φ4.0

L型擁壁基礎撤去

φ50.8×2.3

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

完全式菱形金網

φ4.0

フェンス部分詳細図

220 330

3
20

3
20

3
20

3
20

隙間防止プレ－ト取付図　1/20

角根BN M8(W付）
コ型金具 t=1.6

隙間防止プレ－ト　t=1.6

備考
１．外装は金網類及びシリンダ－錠類、特記部を除く他は溶融亜鉛めっきの
　　みとする。
２．本門扉に取付け可能なシリンダ－錠及びレバ－ハンドルは扉厚４０ｍｍ、

バックセット及びケ－ス深さは枠パイプ深さ１１０ｍｍに納まる規格と
する。但し、電気錠など一部の規格を除く。

５．

４．

３．シリンダ－錠のキ－システムにより、金網隙間から開錠される恐れがあ
る場合は、隙間防止プレ－トを位置調整して取り付けのこと。
シリンダ－錠、レバ－ハンドル、ストライク、蝶番(門柱側)、隙間防止
プレ－トは現地にて本門扉に取付けるものとする。
本図門扉は片側１８０°開きとする。

風 荷 重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく
設計条件

　　　　　　　風圧力に依る。
基準風速・・・３６ｍ／ｓｅｃ
地表面粗度区分・・・Ⅲ

36 54

90

52

門柱

ライナ－PL 3.2

門柱

ドリルビス [SUS]

BT M10(袋NT、W2枚、SW付)蝶番

扉枠

門扉枠

開き方向

門柱・扉枠位置関係図

胴縁に金網取付断面図

38.
1

▽道路

1-D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ

150

支柱φ50.8×2.3残置

あと施工ｱﾝｶｰD10@200

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎嵩上げ

ﾌｪﾝｽ基礎嵩上げ詳細図　1/20

2
0
0

2
,
1
5
0

@300有効埋込7d以上、
定着15d以上

擁壁側差筋共



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

A2=1/20

2,000 2,000

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ

φ38.1×1.6

1
,
9
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5
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3
0
0

φ 38.1×1.6
(水抜穴付)

φ50.8×2.3

φ4.0

5
0
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,
9
5
0

2
,
0
0
0

φ 50.8×2.3

3
0
0

▽基礎天端
▽地盤面(GL+510)

▽地盤面(GL+150)

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ(ﾀﾃﾖｺ共)

柱位置に誘発目地(@2,000程度)
構造ｽﾘｯﾄ@10m以内 ｼｰﾘﾝｸﾞ共
ｼｰﾘﾝｸﾞ共

3
0
0

2
0
0

3
6
0

捨 ｺﾝｸﾘｰﾄt50
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

D13-@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)(ﾀﾃﾖｺ共)

180 520

1
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0
5
0

φ 4.0

3
0
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400□

6
5
0

戸当り付両面回転施錠

3
0

8
9
0

水抜穴
φ9.5c.t.c.300

38
.1

胴縁に金網取付断面図　1/5

開き方向

門柱門柱
扉枠

5
3

4134

門柱・扉枠位置関係図　1/5
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扉枠

開き方向
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3

35 55

門柱・扉枠位置関係図　1/5

門柱

扉枠

開き方向

5
3

35 55

門柱

門柱・扉枠位置関係図　1/5W2,000

蝶番
φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

戸当り付両面回転施錠

φ50.8×1.6

φ89.1×3.2
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仕上一般部同様
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落しφ16
舟形落し受付
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落しφ16
舟形落し受付

W300×D200

φ50.8×1.6

φ38.1×1.6
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仕上一般部同様

戸当り付両面回転施錠

蝶番

φ89.1×3.2 φ89.1×3.2

2
,
2
3
5

(GL+355)

550□

各部フェンス詳細図（１）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

φ60.5×3.2
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0
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1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(配筋はA-28図参照)

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(配筋はA-28図参照)

1
0
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1
5
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1
0
0

(GL+255)

1
5
0

(GL+540)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(配筋はA-28図参照)

▽基礎天端

(GL+540)

2
,
2
8
5
(
計

画
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)

2
,
1
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(
計

画
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)

▽計画地盤面 ▽計画地盤面
（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側）（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側）

(GL+540)

(GL+510)

▽基礎天端
▽計画地盤面

(GL+540)

仕上一般部同様

W1,000

φ38.1×1.6
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,
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φ 50.8×1.6

蝶番
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2
,
0
0
0

3
0

ﾎﾞｲﾄﾞ管穴あけの上ﾓﾙﾀﾙ詰め
(共通)

A－15

　　ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ詳細図(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻り)(一般部)（参考図）　1/20(122ｍ)X -1 X -1

X -1X -1　　ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門扉詳細図(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻り)（参考図）　1/20(１か所) 　　ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門扉詳細図(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻り)（参考図）　1/20(１か所)

　　ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門扉詳細図(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻り)（参考図）　1/20(１か所)



胴縁に金網取付断面図　1/5
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既存支柱再利用
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

A2=1/20

φ50.8×2.3

アイナットM8
(大W、SW付)

Ａ部詳細図　1/3
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▽既存擁壁天端

φ50.8×2.3

φ38.1×1.6

2,000 2,000

φ4.0

φ38.1×1.6
(水抜穴付)

φ50.8×2.3

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ

2
5
0

注意

　方向の変更が必要である。

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する
　場合には、両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き

外装は金網類及びカセンロープを除く他は溶融亜鉛めっきとする。
本図門扉は片側１８０゜開きとし、開時にはφ４カセンロープにて

１．
２．

備考

アイナット取付位置(※印)は協議の上決定とし、現地穴あけ箇所は３．
ジンクリッチペイントにて補修塗りを施すこと。

扉枠と結束固定のこと。

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）Ａ

完全式菱形金網φ2.6×56mm

φ38.1×1.6

戸当り付両面回転施錠φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

※

アイナット

W1,000 2,000現地調整の上、位置決定の事

1
,
4
5
0

5
0

3
0
0

1
,
5
0
0

▽既存擁壁天端 ▽地盤面

1
,
5
0
0

2
5
0

1
,
4
7
0

3
0

2,0002,000

φ4.0

(φ3.6)

≒50

≒
1
2
5

φ
5
.
0

(
φ

4
.
5
)

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す．

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

蝶番

H1500

各部フェンス詳細図（２）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

φ4カセンロープ

既存擁壁W150
開き方向

１．
備考

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

地表面粗度区分・・・Ⅲ

風圧力に依る。
設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく

基準風速・・・３６ｍ／ｓｅｃ

設計条件

既存擁壁

(共通)

支柱部：

支柱部：既存擁壁ｺｱ抜き

φ60.5×3.2

既存擁壁ｺｱ抜き穴+ﾓﾙﾀﾙ詰め

X -6

支柱部：既存擁壁ｺｱ抜き+ﾓﾙﾀﾙ詰め
+ﾓﾙﾀﾙ詰め

(現地取付)
1か所

備考

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

  ワイヤメッシュ

・ ・

・ ・

１．

・バ　ン　ド ・ ・

外装について

　押え金具
・主柱、ジョイント

・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

ﾎﾞｲﾄﾞ管穴あけの上ﾓﾙﾀﾙ詰め
(共通)

4
5
0

▽地盤面

［独立基礎の場合］

X -3

250□

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

1
0
0

▽地盤面

5
0
0

250□

1
0
0

X -4

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

1
,
8
0
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ門扉詳細図(高等部北側)（参考図）　1/20(1か所)

H1200

X -7 (2.0ｍ)

38
.1

水抜穴
φ9.5c.t.c.300

5
0

2
5
0

1
,
4
0
0

5
0

2
0
0

▽ GL+200

6
0

1
,
4
5
0

1
,
5
0
0

▽
敷

地
境

界
線

【敷地北側】

200 1,000

【ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ南側】
X -6 X -9

20 160 20

地盤改良(配合80㎏/m3)

1
,
0
0
0

支柱部：ﾎﾞｲﾄﾞ管穴あけ
の上ﾓﾙﾀﾙ詰め(共通)

新設擁壁
配筋はX-2に準ずる
(A-13図参照)

A－16

支柱部：既存擁壁ｺｱ抜き+ﾓﾙﾀﾙ詰め
(共通)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt60
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧 道路

500

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 クレイ舗装

300

裏込め砕石
(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ)

既存擁壁

X -2-5-9 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ詳細図(敷地周囲)（参考図）　1/20(X-2：75.35ｍ、X-5：2.4ｍ、X-9：56.59ｍ)

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ詳細図（参考図）　1/20(X-3：90.60ｍ、X-4：3.24ｍ、X-6：76.55ｍ)

X -6

X -3 X -4 X -6



名称

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷及びﾊﾞﾝﾄﾞ

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ

数量摘要

13-19-10

1200×200

φ114.3×t4.5×9.1m～9.5m

φ139.8×t4.5×10m

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

4BD-HE-17

4BD-HE-30

4BD-HD-17T

4BD-HD-23T

L型金具

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ

38㎜2

55㎜2

巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ

巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ

38㎜2用

55㎜2用

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

12㎜-両ｱｲ

16㎜-両ｱｲ

丸ｼﾝﾌﾞﾙ

割ｼﾝﾌﾞﾙ

ｼｬｯｸﾙ 16㎜

高対候性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ繊維ﾈｯﾄ

ﾎﾟﾘﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟﾘﾛｰﾌﾟ

4㎜

6㎜

40㎜目 φ1.9

9,500

1,220

B展開図　1/200

2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

1
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
3
,
0
0
0

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

A2=1/200,1/400

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

水
路

▽
道

路
中

心
線

体育倉庫

砂場(走り幅跳び)
3×10ｍ

△隣地境界線

△
隣

地
境

界
線

B

6
0
0 3
,
0
0
0

防球ネット・ポイント杭配置図　1/400

S

10,00010,00010,00010,000

10,00010,00010,00010,000

A

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

18,000ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ
φ139.8×4.5ｔ

 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾗｲﾝ用ﾎﾟｲﾝﾄ杭(73か所)を示す

50,000

1,220

9,500

1,220

〃
〃

30,000

1,220

〃
〃

19
,0
00

 ※位置は学校と協議の上決定すること

U

 ※ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙは既存擁壁基礎と干渉しない位置に設置すること

防球ネット・ポイント杭配置図・展開図（参考図）

1

2

3

4

5

6

7
13

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ
13-19-10

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0,
0
00

1
0,
00
0

9
,
5
0
0

9,
50
0

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ

7

+30-10

13

54,600

ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷
1200×200

+130

8 99 10 11 12

φ114.3×4.5ｔ
№1～2,6～8,10～13

9,100 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
55m㎡（ﾌﾞﾚｰｽ）

12
891011

9,100 9,100 9,100

9,100

9,100 9,100

№1～2,6～8,10～13
高耐候性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ繊維ﾈｯﾄ
40㎜目φ1.9　660T/28本
強力1560N（引張強さ）

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ

№2～5
φ114.3×4.5t

△擁壁底版ﾗｲﾝを示す

△
擁

壁
底

版
ﾗ
ｲ
ﾝ
を

示
す

A－17

835

1
,
4
2
5

1,420

1
,
4
1
0

1,430

8
4
0

 ※図中寸法はｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ芯からの寸法を示す

59,000

±0

1200×200
ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷

55m㎡（ﾌﾞﾚｰｽ）
ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ

9,500

7

A展開図　1/200

2 3 4 5 6

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ
φ139.8×4.5ｔ

10,000 10,000 10,000 10,000

40㎜目φ1.9　660T/28本
強力1560N（引張強さ）

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
38m㎡（縦,横）

+70

1

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ
13-19-10

9,500

2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

1
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
3
,
0
0
0

+150

№2～5

高耐候性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ繊維ﾈｯﾄ

防球ネット仕様材料一覧

13本

13組

6本

3本

26個

611m

343m

14個

13個

13個

49個

4個

1083㎡

1455m

140m

46個

24個

14個

37個

24個

33個



4mmﾎﾟﾘﾛｰﾌﾟにてかがりどめ

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

▽
GL

A2=1/30

1,200

2
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷
1200×200

5
0
0

3
,
0
0
0

1,200

2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

1
0
,
0
0
0

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
38m㎡(縦,横)

高耐候性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ繊維ﾈｯﾄ
40㎜目φ1.9　660T/28本
強力1560N（引張強さ）

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
38m㎡(縦,横)

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
38m㎡(縦,横)

38m㎡用
巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ
55m㎡(ﾌﾞﾚｰｽ)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ
13-19-10

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ
φ139.8×4.5ｔ,φ101.6×4.2ｔ

巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ
38m㎡用

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ
4BD-HE-17

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ
4BD-HD-23T

4BD-HD-17T

L型金具

L型金具

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
12mm両ｱｲ型(縦)

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ
4BD-HE-30

丸ｼﾝﾌﾞﾙ

割ｼﾝﾌﾞﾙ

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
16mm両ｱｲ型(横,ﾌﾞﾚｰｽ)

ﾈｯﾄ取付詳細図　1/30

基礎詳細図　1/30

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

U

防球ネット詳細図（参考図）

A－18



2
8
5

K2 O2H5646243

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

1/101/10

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

1/10 1/10 1/10 1/10

A3=71％
外構詳細図（１）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

1/10

40/120×200×600(既製品)

ｱﾝｶ-ﾋﾟﾝ　11φ　L180

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｱﾝｶ-併用接着貼り
反射ﾚﾝｽﾞ付ﾎｰﾙｷｬｯﾌﾟ

8
0

4
0

200

90 110

1
2
0

花壇

1
0
0

1
0
0

2
0

1
5
0

120 50
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ

1/101/10

既存地盤面締固め

再生砕石敷きt100(締固め共)

1/10

真砂土敷きt100

1
5
0

1
0
0

5
0

1
5
0

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄｺﾃ押えt150 表面処理：グランドガード　1.0kg/m2
真砂土敷t100

再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ　t150

養生砂0.005ｍ3／㎡
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ　ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤１L／㎡　

再生アスファルト混合物　t50～

1
0
0

1
0
0

1
0
0

再生クラッシャラン　t100
※転圧を行い、締め固めること

1
0
0

1/10 1/10

300

▽道路面

U字側溝W240

既存ﾌｪﾝｽ基礎

外周部:既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH2000

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

底版残置

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋新設

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

U字側溝240型新設

新設範囲

▽
既

存
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｽ
面

360 330

1
0
0

3
0

2
8
5

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

U字側溝240型新設

1
5▽クレイ舗装面

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

340

捨てコン　t50

モルタル　t10

再生クラッシャラン　t100

120×120×600
コンクリート境界ブロック

▽舗装面▽地盤面

50120

170

1
2
0

5
0

1
0
0

1
0

A2=1/10,1/20

※(　)寸法はW2000ﾌｪﾝｽ扉を示す
※<　>寸法はW1000ﾌｪﾝｽ扉を示す

1/10 1/10

U字側溝詳細図(一般部)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ出入口詳細図

▽ｸﾚｲ舗装面

U字側溝はW3000ﾌｪﾝｽ扉部のみ設置

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

U字側溝W240

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

U字側溝詳細図(中学部棟北東)

1/20

(側溝)

4
4
0

480
1
4
0

1
0

2
5
0

2
6
0

▽GL

▽GL+300

3
2
0

5
8
0

▽ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

U字側溝240型新設

1
0
0

3
0

2
8
5

4
5

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋新設

U字側溝240型新設

▽既存犬走

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

※既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装箇所で
　改修前後高さが変わらなければ
　砕石再利用

既存地盤面締固め
表層土t100すきとりの上

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

4
5

2
5

2
8
0

1
0
0

1
5
0 2
2
0

VP150φ(別途工事)

道
路

境
界

線

コア抜き200φ
配管周囲ﾓﾙﾀﾙ詰め

M8 (既存桝)

勾配調整ﾓﾙﾀﾙ

勾配調整ﾓﾙﾀﾙ

勾配調整ﾓﾙﾀﾙ

ｺﾞﾑ蓋W330×L600×t15新設

縁石120×150×600

樋ｶﾊﾞｰ(別途工事)

竪樋(別途工事)

地中埋設接続配管100φ
a（U字側溝W240　 または桝 　接続）b

※A-32図参照

a

b

 2か所

 2か所

B アスファルト舗装 コンクリート舗装C クレイ舗装D 真砂土敷きE

砕石敷きF 地先境界ﾌﾞﾛｯｸ 花壇縁石詳細図 ﾀｲﾔ止めG H I

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

寄宿舎南既存ﾌｪﾝｽ廻り詳細図 U字側溝詳細図(グラウンド)

竪樋接続詳細図R

※ 9 10 11 13 24 31

　の桝の新規排水管接続も同様(接続管径はA-32参照)

R

D-10@200ﾀﾃﾖｺ　目地切り(Vｶｯﾄ)@2,000

1
5
0

1
0
0

1
0
0

3
0

2
8
5

1
5
0

1
0
0

勾配調整ﾓﾙﾀﾙ

底版ﾓﾙﾀﾙ補修

勾配調整ﾓﾙﾀﾙ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ150目

ｺﾝｸﾘｰﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

既存擁壁

J -3

J -1

J -2

J -4

定着15d以上
@300有効埋込7d以上、
あと施工ｱﾝｶｰ(接着)D10

クラッシャランC-40(ﾊﾞｰｼﾞﾝ材)

550

(500)<400>

1
0
0

3
0

4
0

6
2
0

150

VP150φ

(前面道路)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
4
7
0

X -3

既存擁壁天端目荒し

有効埋込7d以上、定着15d以上

既存劣化部：樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修の上DP塗
擁壁新設部：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上DP塗

D13@250ﾀﾃﾖｺ

A－19

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-25(細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

380

430

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(細目･ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)(共通)
歩行用・T-2・T-14・T-25はA-23図参照

330

(鉄筋に溶接固定)
SUS-50×50×6(4周)

金ごて押え

桝・擁壁補修及びコア抜き詳細図(西側擁壁)

あと施工ｱﾝｶｰ(接着)D13@250

縦目地15×15@2700

横目地15×15



土台　再生木材

φ15×t1（SUS304）

1,220

300 300 160300160

2
0
0

1
0
0

土台

1,220

300300160

2
0
0

2
0

300 160

踏切板　白色ゴム

踏切板

設置図

▽GL

1
0
0

1
2
0

土台

踏切板

1,220

2
0

200

200

200

踏切板詳細図　1/10

100

300

3
0
0

□60×30×t2.3

セーフティフレームコーナー用

300×300

1
0
0

▽GL

セーフティフレーム

100

60

（ゴム製砂場枠）

□60×30×t2.3

モルタル（1:3）

アンカーボルトφ9

L=150 @900

D10 @250

5-D10

6
0
0

4
3
0

7
0
0

1
0
0

1
0
0

90 120 90

5030050

400

2
3
4
7

3
0

1
7

2
0
0

5
0
0

洗砂（細目）

砂場断面図　1/10

ｺｰﾅｰ部詳細図　1/10

3,000×10,000

コンクリート（21-18-20）

砕石（RC-40）

砕石（RC-40）

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

190120 750

1,060

Ｂ矢視姿図

40

1,800

40

Ａ矢視姿図

Ａ断面図

RC化粧打放(A種)

25角モザイクタイル

1
,
1
5
0

1
5
0

8
0
0

2
0
0

(着色用顔料混合)
モルタル塗り25角モザイクタイル

R処理モルタル塗り
（着色用顔料混合)

モルタル塗り

（着色用顔料混合)

7
5

150

R処理

モルタル塗り部（透視図）　1/10

Fc=18N/mm2

S=18cm

S=15cm

強度補正　無

強度補正　無捨てコン

※基礎下端の転圧を充分に行うこと

※RC立ち上がり部分：特殊混和剤シリカホワイト添加
                    添加量：セメント量の5％
※鉄筋　ＳＤ２９５

1/30

外構詳細図（２）
A3=71％

A2=1/10,1/30,1/50

25角モザイクタイル

角役物　竹割(20R)

角役物　竹割(20R) 角役物　三角出

20R

20R

　モザイクタイル（透視図）　1/10

▽

120

150 20

▽

r=20

2
0
0

150

3
0
0

300

740 150

1
5
0

5
0

VP50φ(既存雨水桝接続)

平面図

捨てコン t=50
再生クラッシャラン t=100

SUSグレーチング

細目ノンスリップ
300×300歩行用

1-D13

D10@200

CB100積み
25角モザイクタイル

D10@400

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

砂場平面図　1/50

洗砂（細目）

3
,
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
0
0

1
0
0

3
,
0
0
0

300×300

（ゴム製砂場枠）

□60×30×2.3t

セーフティフレーム

セーフティフレームコーナー用

踏切板

2,000

10,000

10,200

300

100

300

100

1/10,1/50 1/10正門ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ下立上り詳細図

既存ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

あと施工ｱﾝｶｰ(接着)D10@200
有効埋込7d以上、定着15d以上

2
3
0

L=1560

ｺﾝｸﾘｰﾄFc18 S15

▽水路泥上げ場面

1-D13

既存ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ支柱

▽砂仕上面

D10@200ﾀﾃﾖｺ

1-D13

防水ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

r=20

▽
r=20

▽

ｶﾗﾝ(ﾎｰｽ接続ﾀｲﾌﾟ)
1か所(管工事図参照)

RC化粧打放(A種)

アンカーφ12(SUS304)

足洗い場詳細図 砂場詳細図K L

40 Ｂ

1
2
0
1
9
0

40

Ａ
防水ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

1
,
5
1
0

150150 1,500
Ａ

1,800

25角モザイクタイルRC化粧打放(A種) Ａ

1
,
2
0
0

SUSグレーチング
300×300歩行用

(着色用顔料混合)
モルタル塗り

1
0
0

2
5

防水ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

9
5
5

3
2
5

▽地盤面(砕石敷き)

190

1,510
水

勾
配

1,200

150×1560

Fc=18N/mm2躯体コン

A－20



8
0
0

265.5 6,900

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％
外構詳細図（３）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

1/30

70910 5,920

3
4
0

1
6
5
以

上

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500

6
5
以

上

最
大

幅
5
3
6

既存擁壁

1
5
0

2
5
0

1
,
4
0
0

▽ GL±0

494

1
,
4
0
0

4
0
0

1
0
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

上面

≒
50

0

良質土埋戻し

断面

≒500

１００

ふさいで水 があふれる事があります。
押し込みが 足りないと浮き上がり、管路を

まで押し込んで下さい。
バケットは、底に当たる

注 意 ！

５０

H

立上り管VU

バケット

鋳鉄製防護ふた

▽地盤面

本管

砂（50mm程度）

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

砂（50mm程度）

鋳鉄製防護ふた

３．上記姿図，寸法は参考とする．

２．その他のマスも上図に準じて施工のこと．

注１．上図は ９０Ｌ を示す．

※H寸法は雨水桝リスト参照

現場打ち集水桝

1/10・1/20

D
1
0
0

1
0
0

D余幅 余幅

排水管

舗装仕上げ等

発生土埋戻し

※余幅：根切深さ１ｍ未満は200㎜
　　　　根切深さ１ｍ以上は400㎜

クレイ舗装

1
0
0

2
1
6

1
0
0

4
1
6

発生土埋戻し

800

VU200φ

360

≒500

A2=1/10,1/20,1/30

350

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 D13@200ﾀﾃﾖｺ共

9
0

1
0
0

1
0
0
～

(
1
1
8
)

透水ｼｰﾄ

単粒度砕石4号

クレイ舗装

75φ(100φ)
(ｼﾝｸﾞﾙ構造)(有孔・無孔)
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ透水管(波状)

固定ｷｬｽﾀｰ
自在ｷｬｽﾀｰ

④

③

①

②

⑥

⑦
⑤

⑧

340

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500

　(陽極酸化・塗装複合被膜)
※上記の材質は全てｱﾙﾐ押出形材

①戸当り柱・吊元柱

部材

②縦格子

③柱上桟

⑤下桟

⑥パンタ

④格子上桟

⑧車輪ﾌﾞﾗｹｯﾄ

⑦ｷｬｽﾀｰﾌﾞﾗｹｯﾄ

70×67

87×27.5

22×36

19.5×60

35×50

35×50

35×50

35×50

サイズ

※ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ：外部SUS、内部亜鉛ﾒｯｷ
※ｷｬｯﾌﾟ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
0
0
以

上

P

雨水排水管詳細図Q T

M

O

5
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

2
7
0

100 450

1
5
0

100

650×650

H

5050

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

鉄筋 D10@200

雨水配管

細め集水桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
450×450用

RC-2

Y1

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

の蓋はｺﾞﾑ蓋とする

5
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

2
7
0 1
5
0

H
600 120120

840×840 5050

雨水配管

RC-3

鉄筋 D10@200

40602606040

460

1
0
0

1
2
0

5
0

6
0

D10@200ﾀﾃﾖｺ

100 100

▽真砂土面

4
0
0

5
0
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

1-D13

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

現場打ち側溝

1/10・1/30

※
高

さ
：

現
場
合

わ
せ

あと施工ｱﾝｶｰD10共
側面も同様

暗渠管　1/10

1/10 1/20

80120

200

300

1,114

M8あと施工アンカー（SUS）

150
60

700 700

1,400

700700

遮熱パネル

ダブルコインボルト

▽GL

580

242

335

300

5
4
0

3
0
0

1
3
0

4
1
0

2
0
0

1
0
0

3
0

3
8
0

脚

150 150

300

400

固定金物

座受

上台

肘

風防・炭置ﾊﾟﾈﾙ

補強材

ﾌﾚｰﾑ(ｸﾞﾘﾙ)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

ユニットベンチ

　　収納脚　：□30×t2.3角鋼管 t4.5、t2.3鋼板

かまど

　　肘　　　：アルミ合金鋳物 合成樹脂塗装

　　　　　　　合成樹脂塗装

　　　　　　　合成樹脂塗装

　　　　　　　合成樹脂塗装

　　ﾌﾚｰﾑ（ｸﾞﾘﾙ）：L-40×40×t4SUS等辺山形鋼

　　　　　　　　　　　　t5×40SUS平鋼

　　風防・炭置ﾊﾟﾈﾙ・遮熱ﾊﾟﾈﾙ：t1.5SUS鋼板

　　脚        ：擬石ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ仕上

　　固定金物  ：t3×50SUS平鋼

　　座受　　：t4.5鋼板 ｼﾞﾝｸﾊﾟｳﾀﾞｰ下地

　　　　　　　ｼﾞﾝｸﾊﾟｳﾀﾞｰ下地

              t2.0SUS鋼板

　　補強材　：t2.3鋼板 ﾊｲｼﾞﾝｸ

　　上台　　：80×30 ｱﾙﾐｺｱ

◇仕様

Uバンド
上蓋

84

M10ｽﾃﾝﾚｽ

ﾅｯﾄ
六角ﾎﾞﾙﾄ、

表示：CAPPﾀﾌｼﾞｪｯﾄ

Y -6立看板詳細図(参考)

雨水排水管(舗装部)　1/10

雨水排水管(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)　1/20

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉詳細図（参考図）

かまどベンチ詳細図（参考図）

山砂

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

ｸｯｼｮﾝ砂

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

塩ビ小口径桝

240×340

U字側溝廻りﾓﾙﾀﾙ詰

U字側溝接続開口

雨水桝・側溝詳細図J -5

265.5

800

ｷｬｽﾀｰ芯幅

A－21

※ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾊﾟｰﾐｯﾄ表示は表示
　車椅子等マーク表示ｼｰﾄも同様

10 400 10

420

1
0

5
9
0

1
0

6
1
0

M4ステンレス

支柱

1
,
5
5
5

7
5
0

1
5
0

5
0
0

1
0
0

300□

400□

▽地盤面

9
4
5

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

六角穴付ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ

表示基板

ｺｰﾅｰｶﾊﾞｰ

転倒防止金具

1
5
0

既存擁壁 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500

1
2
0
以

上

4
3
03
3
5
以

上

6,900

70 3,555 3,205 70

50

7,431

U字側溝接続開口240×300
U字側溝廻りﾓﾙﾀﾙ詰

600 6006,231
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1/150 VP150φ480-330 4,050±0現場打ち集水桝B 450×450 64　→

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

雨水桝リスト

管種類桝間距離 備考管勾配番号 名称 寸法 蓋 管底 桝天端 桝H 管経路

455

474

499

519

571

628

678

741

767

784 4,814

2,153

7,356

6,564

7,100

7,500

8,201

3,310

3,497

3239

3942

　→

　→

65①→

VP150φ

VP150φ

VP150φ

VP150φ

450×450

450×450

450×450

VP200φ

1/150

1/150

1/150

1/150

2,550

±0

±0

±0

±0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)450×450

64

63

6261 →

62 →

63 →

64 →④64

63

62

61

鋳鉄蓋(T14)300×200 65 42 1/150　→65 VP200φ±0

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

600×600

600×600

VP200φ±039 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)600×600

600×60042 VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14) ±0

±0

±0

④→②

②→① VP200φ

VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

±0

450×4504

2

1

810 18,083 1/150±032 VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)600×600

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

塩ビ小口径桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

校舎西幹線

番号 名称 寸法 蓋 管底 桝天端 桝H 管経路 管種類桝間距離 備考管勾配

集水桝(既存のまま) VP150φコンクリート蓋500×500 +10 420 1/150

+10 　→ 1/150ため桝(既存のまま) 鋳鉄蓋(500φ) 水路 HP200φ

　→現場打ち集水桝C 600×600 1/150

　→ VP150φ450×450現場打ち集水桝B 1/150

　→ VP150φ450×450現場打ち集水桝B 1/150

　→現場打ち集水桝C 600×600 1/150 VP150φ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2) ±0

雨水桝リスト（参考）

H1

H2

H3

H4

H5

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 水路

VP200φ

HP200φ

+160

+160

1,300

1,330

600×600

600×600

4,540

7,620 1/80

1/150 ﾀﾞｲﾊﾞｰ北系統

ﾀﾞｲﾊﾞｰ北系統

ため桝(既存のまま) 鋳鉄蓋(500φ) +10 VP150φ1/150 ﾀﾞｲﾊﾞｰ北系統8,250

1,200

　→±0ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋(T14)43 760500×500集水桝(既存のまま) 43 31 4,687 VP150φ1/150

600×600 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)30 ±0 750 　→30集水桝(既存のまま) VP150φ5,690 1/150 校舎西支線①31

U1

600×600 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)31 ±0 790 　→32集水桝(既存のまま) VP200φ3,070 1/15031

U2

U3

U4

V1

W1

VP200φ

VP200φ600×600

600×600

VP150φ1/150

VP150φ1/150

VP150φ1/200

1/200

1/200

1/200

現場打ち集水桝C

現場打ち集水桝C

450×450現場打ち集水桝B

450×450現場打ち集水桝B 高等部北幹線

高等部北幹線

高等部北幹線

高等部北幹線

高等部北幹線

高等部北幹線①

高等部北幹線①

450×450現場打ち集水桝B

450×450現場打ち集水桝B

校舎西支線②

校舎西支線③

VP200φ

12,900

13,000

22,570

6,460+20

+90

+30

+30

±0

±0

2,550

2,580

490

605

670

745

600

670

　→31U4

　→U4U3

　→

　→

U2 U3

U2U1

　→U3

　→U4

V1

W1

G1 G1

I1

I2

I3

I4

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋480×480 510 VP100φ+190 2,340 1/100　→J1

K1

ﾀﾞｲﾊﾞｰ北支線①

H1 H2

H3

H3

H2

H4

H4 H5

H5

I1 I2　→　→

I2 I3　→　→

I3 I4　→　→

I4　→

I4J1

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

　→32 33-41　→水路

VP200φ

B5

B4

B3

B2

A3

A2

B1

A1

1,230

1,140

1,090

1,045

995

-560

-490

-440

-395

-355

+500

+500

+490

+500

+520 18,940

11,750

8,200

6,590

5,280

HP200φ

HP200φ

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1,065

1,115

1,005

-445

-395

-355

+520

+520

5,120

7,110

15,590 1/200

1/200

1/200

HP200φ

HP200φ

600×600現場打ち集水桝C

600×600現場打ち集水桝C

600×600現場打ち集水桝C

600×600現場打ち集水桝C

600×600 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)現場打ち集水桝C

+500

600×600現場打ち集水桝C 　→

600×600現場打ち集水桝C

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

校舎南幹線

600×600現場打ち集水桝C

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

集水桝(既存のまま)

3,181

10,903

2,645

14,0001,400

1413

1312

1211

1110

　→

　→

　→

　→

VP250φ

VP250φ

VP250φ

VP250φ

VP250φ

1/70

1/75

1/150

1/150

1/150

化粧蓋(T14)

化粧蓋(T14)

化粧蓋(T14)

化粧蓋(T14)

1,410

1,660

1,640

1,500

-1,060

-960

-940

-850

-750

14,000

+200

+500

+500

+500

+500

14 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T25)600×600

600×600

600×600

600×600

600×600

13

12

11

10

12,022

1,8711,310

109

98

824

247

723

236

　→

　→

　→

　→

　→

　→

+500 1/150 VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)600×600

23

24

1/150 VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)600×600

1/150

1/150

1/150

1/150

1,320-670 +500

+500

+500

±0

VP250φ

VP200φ

VP200φ

VP200φｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

-660ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)600×600

630-480

化粧蓋(T14)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T14)

600×600

600×600

600×600

9

8

7

6

　→

　→A2

A2 A3

A3

A1

1,310-660 +500 8809 1/150600×600現場打ち集水桝C 　→B6

現場打ち集水桝B

1,265-945

1,290-990 +150

+170 4,650

5,810ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

VP200φ

VP200φ水路 1/150　→

1/150600×600現場打ち集水桝C

800

800

800

-150

-150

-150

+500

+500

+500

880

880

880

11

10

VP150φ1/150600×600現場打ち集水桝C 　→

VP150φ1/150600×600現場打ち集水桝C 　→

VP150φ1/150600×600現場打ち集水桝C 　→

E1

D1

C1

13

B1 B2　→

B2 B3　→

　→

　→

B3 B4

B5

B6

B6

B5

B4

　→

C1

D1

E1

F1 　→F1

F2

F2

　→14 水路

VP200φ

F2

現場打ち集水桝B 450×450X1 +10 　→62X1 1/150 VP150φ4,810

-305

-324

-349

-369

-421

-478

-528

-569

-617

-634

-660

-320

-365

-490

-565

-640

-450

-520

-600

-280 440 校舎西支線④

500×500 不明 不明

不明

-320

-530

-1,020

-120

校舎南支線②

校舎南支線②

校舎南支線②

校舎南支線②

校舎南支線②

校舎南支線②

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ北幹線

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ北幹線

校舎南支線⑥

校舎南支線⑤

校舎南支線④

校舎南支線①

校舎南支線①

校舎南支線①

+50

+50

-20-370 4,400

15,050

5,100

1,740

7,990

500

不明 不明

-410

-520

-565

750

560

765

水槽廻り系統

水槽廻り系統

水槽廻り系統

水槽廻り系統

水槽廻り系統

24

10,400

5,380

8,120

2,695

+500

-630

-580

-530 680

1,230

1,280

ﾀﾞｲﾊﾞｰ北系統

VP200φ

VP200φ

VP200φ

VP200φ

ﾀﾞｲﾊﾞｰ西支線①

ﾀﾞｲﾊﾞｰ西支線①集水桝(既存のまま) 550×550 コンクリート蓋 　→700

集水桝(既存のまま) 550×550 コンクリート蓋 　→580+110

+140

5,050

8,660

1/100

1/100

L1

L2

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

M1

M2

M3

M4

M5

M6

M7

I4

L1

L2

L2

　→

　→

　→

　→

　→

　→

M1 M2

M2 M3

M3 M4

M4 M5

M5 M6

M6 M7

-320

-410

集水桝(既存のまま) VP150φコンクリート蓋 　→

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 　→

480×480 500

600 VP150φ480×480

+160 1,930

4,410

1/150

1/150N2

N1 ﾀﾞｲﾊﾞｰ南支線

ﾀﾞｲﾊﾞｰ南支線

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 VP150φ

集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 　→

480×480

500×500

450

600 VP150φ

+130

+120

2,510 1/100

1/15016,550

　→ 寄宿舎西支線

寄宿舎西支線O2

O1

M7N2

N2N1

O1 O2

O2

+230

-200

-220

-220

-330

M8 集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 800450×450 2,900 1/150 ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線　→道路側溝-440 +260 VP150φM8

　→M7 M8 ﾀﾞｲﾊﾞｰ南幹線

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

集水桝(別途工事)

K2 集水桝(既存のまま) コンクリート蓋 　→500480×480 VP150φ+210 19,750 1/150 ﾀﾞｲﾊﾞｰ北支線②-190

　→450×450現場打ち集水桝B ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2) VP100φ ﾀﾞｲﾊﾞｰ北支線②1/100

K2

K2K1 2,670+230-150 530

1/150

　→ VP150φ

　→ VP150φ

　→ VP150φ

　→ VP150φ

　→現場打ち集水桝C 600×600

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ)

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ)

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ)

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ)

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ)

塩ビ製小口径桝 250φ 鋳鉄製(250φ) 水路　→

　→

　→

　→

　→

　→

+160 VP150φ450×450 　→

VP200φ

450×450

450×450

現場打ち集水桝B

現場打ち集水桝B

現場打ち集水桝B

VP150φ450×450 　→現場打ち集水桝B

　→ VP150φ現場打ち集水桝B 450×450

VP150φ450×450 　→現場打ち集水桝B

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

+240

+280

+260

+250

+40

+100

13,500

15,000

15,000

13,500

7,500

17,500

17,500

17,500

2,000

2,000

2,000

-900

-780

-765

-715

-625

-525

-425

-335 485

575

865

775

675

915

930

1,050

1,170

1,290

1,305

-1,020

-1,140

-1,155

8,960

7,910

8,000

2,040

-455

-560

-650

450×450現場打ち集水桝B

450×450現場打ち集水桝B

-455

605

605

800

710

+50

+60

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)P1

Q1

R1

S1

T1

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P2

P3

P4

P5

P5

P3

P2

P4

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

Q1

R1

S1

T1

1/150　→現場打ち集水桝B 450×450 P10Y1 7,200-40 750-640Y1 VU200φ

VU200φ

VU200φ

VU200φ

VU200φ

VU200φ

VU200φ

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎系統寄宿舎系統

寄宿舎系統寄宿舎系統

寄宿舎系統

寄宿舎支線①

寄宿舎支線②

寄宿舎支線③

寄宿舎支線④

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ支線

+250

+240

+180

+120

+60

+60

　→現場打ち集水桝B 450×450 側溝Z1+450Z1 ﾀﾞｲﾊﾞｰ北系統8,510 1/100-100 700

集水桝(既存のまま) 不明 　→ 水路不明 O3 9,780 寄宿舎西支線コンクリート蓋 +50 HP200φ1/100

O3

O3 480×480

ｺﾞﾑ蓋

450×450

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

A－22

A2=NON

A3=NON

HP150φ

VP100φ

VP100φ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T2)

I3
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　　　　　外構工事
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

徳島県県土整備部営繕課

１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)

●縮尺●図面名

ＭＩＹＡ 会社 宮 建 築 設 計
株式●図面番号●工事名

L
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ﾍ
ﾞ
庫

体
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倉
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軽 軽
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ﾙ
ﾀ
ﾝ
ｸ

機
械

室

浄
化

槽

2,
60

0

4,
80

0
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00
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3,000 600

水
路

▽
敷

地
境

界
線

私
有

地

▽水路中心線
▽隣地境界線

水路

水路

裏
門

正
門

▽水路中心線

▽道路境界線

水路

▽道路中心線

法42条1項1号道路 市道 江くり高畑西線(幅員4.00m) 水路
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

A3=NON

A2=NON

　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。

推定配合

固化材

工程表

施工方法（仕様固化材、配合量等）

施工管理方法

施工機械

改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。

改良体を造成する工法である。

  本工法は現地盤土とセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する

表層改良工法特記仕様書

3　特記事項

(4)

(5)

(3)

(2)

2　一般事項

1　工法概要

(1)

5　施工機械

(2)

(1)

4　固化材配合量

本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項

を明記する。

工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）(1)

品質管理方法(6)

安全管理方法(7)

請負業者の本工事責任者名(8)

本工事施工業者名および施工責任者名(9)

必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。

改良厚さ、位置等は設計図による。

(3)

(1)

(2)

材料散布

混合攪拌

敷き均し

転　圧

養　生

施工

6　施工
(1)

改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。

混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。

改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。

施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。

施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

7　施工管理
施工過程における管理方法は次の通りとする。

固化材散布量(1)

マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

改良厚さ(2)

混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

混合程度(3)

固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

8　報告
工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。

固化材散布量、改良厚さの状況写真

(1) 施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）

(2)

管理試験結果(3)

9　管理試験
一軸圧縮試験(1)

1)現場採取供試体

2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。

　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）

区割り固化材配置 固化材散布 混合攪拌 バケット押さえ転圧

改良厚さは、1層当り1.00m以下とする。

  500m3につき1ヶ所改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所

作成し、一軸圧縮試験を行う。

特殊土用セメント系固化材

改良体の設計基準強度：Fc=150.0kN/m 

1)　固化材量：80kg/m　
3

本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理

指針　平成30年11月」（（財）日本建築センター）による。

※掘削床とする
　▽

最終ローラー転圧

JV25CW

六価クロム溶出試験(2)

事前配合試験段階 1検体

国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント

及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」に

よる六価クロム溶出試験を実施し試験結果を提出するものとする。

【注記】

　本仕様書における施工要領は参考であり、採用する地盤改良材製造者の標準的な施工要領により施工すること。

2

表層地盤改良仕様書

A－24



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

A3=NON

A2=NON

　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

概略工事工程表（参考）

A－25

外部足場組立

外部足場(1ヶ月)

貯水槽廻りﾌｪﾝｽ

建
屋
解
体

※エリア毎に順次
給排水設備配管

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

地業工事
土工事

型枠工事
鉄筋工事

管工事

電気工事

解体工事

仮
設

準備期間

仮設工事

工
事
項
目

月

概略工事工程表

電気工事

改修工事

解体工事

舗装・排水工事

防球ﾈｯﾄ工事

フェンス工事

ユニット工事

検査・手直し

管工事

電気工事

体
育
倉
庫

外
構

設
備

151151151151

１１か月１０か月９か月８か月 １２か月 １３か月７か月５か月 ６か月４か月３か月２か月１か月

151151151151151151151151151151

注
釈

工事ｸﾘﾃｨｶﾙを示す

着色部は別途工事(ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟)の足場解体後の作業となる

着色部は別途工事(中学部棟)の足場解体後の作業となる

仮囲い・現場事務所

準備期間 支障物件調査

消火配管切り回し 消火配管撤去

※エリア毎に順次

幹線改修

防球ﾈｯﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装・側溝新設

手直し

完了検査 竣工検査

Step５

西擁壁・ﾌｪﾝｽ

西擁壁・ﾌｪﾝｽ撤去

真砂土敷き

Step４

東・南擁壁撤去

東・南擁壁

側溝新設

外灯外灯

クレイ舗装(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ+砂場)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ廻りﾌｪﾝｽ(基礎共)

足洗い場

工場製作

根切り

地中配管

基礎型枠

基礎配筋

基礎ｺﾝ・土間ｺﾝ

埋戻し

基礎脱型

立上り配筋

立上型枠

承認

施工図 ｼｬｯﾀｰ等調整

建方

配管・配線・照明器具取付

立上り脱型

立上ｺﾝ

Step２ Step３

養生撤去

車庫解体

養生

ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

ﾎﾟﾝﾌﾟ室上屋解体+地下部解体(GL-500まで)

※エリア毎に順次

樹木伐採・伐根

側溝撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去

外灯

内部解体

内部解体 配管解体

配管・配線解体

樹木伐採・伐根

西擁壁・ﾌｪﾝｽ撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ・側溝撤去

西擁壁・ﾌｪﾝｽ(北・西)

外灯

中間検査

(消火設備)

手直し 中間検査

(体育倉庫・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

手直し
体育倉庫仮使用期間

ｵｲﾙﾀﾝｸ解体(GL-500まで)

残油処理・清掃

裏門改修中学部棟階段補修

１４か月

Step１

外部足場解体

側溝新設 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(別途工事)・側溝新設

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(別途工事)・側溝新設 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(別途工事)・側溝新設


